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  令和元年１２月１２日（木曜日）  午前１０時 開議 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第３号 

    令和元年１２月１２日（木曜日）午前１０時 開議 

 

      （総務文教常任委員長報告） 

日程第 １ 議第６８号 成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法 

            律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 

            について 

日程第 ２ 議第７２号 山形市との間における連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結に関 

            する協議について 

 

      （産業厚生常任委員長報告） 

日程第 ３ 議第６９号 上山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一 

            部を改正する条例の制定について 

日程第 ４ 議第７０号 上山市下水道事業の設置等に関する条例の制定について 

日程第 ５ 議第７１号 上山市水道給水条例の一部を改正する条例の制定について 

 

      （予算特別委員長報告） 

日程第 ６ 議第６５号 令和元年度上山市一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ７ 議第６６号 令和元年度上山市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第 ８ 議第６７号 令和元年度上山市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

 

      （追加議案） 

日程第 ９ 議第７４号 上山市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

            ついて 

日程第１０ 議第７５号 上山市特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制 

            定について 

日程第１１ 議第７６号 令和元年度上山市一般会計補正予算（第５号） 

    （閉  会） 
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本日の会議に付した事件 

 議事日程第３号に同じ 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１５人） 

  １番   谷  江  正  照  議員    ２番   石  山  正  明  議員 

  ３番   佐  藤  光  義  議員    ４番   守  岡     等  議員 

  ５番   髙  橋  要  市  議員    ６番   棚  井  裕  一  議員 

  ７番   尾  形  み ち 子  議員    ８番   長  澤  長右衛門  議員 

  ９番   川  口     豊  議員   １０番   中  川  と み 子  議員 

 １１番   神  保  光  一  議員   １２番   枝  松  直  樹  議員 

 １３番   川  崎  朋  巳  議員   １４番   髙  橋  義  明  議員 

 １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  塚  田  哲  也 副 市 長 

金  沢  直  之 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

平  吹  義  浩 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

土  屋  光  博 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  齋  藤  智  子 子ども子育て課長 

鈴  木  英  夫 商 工 課 長  尾  形  俊  幸 観 光 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 須  貝  信  亮 建 設 課 長 

秋  葉  和  浩 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

佐  藤  浩  章 消 防 長  古  山  茂  満 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

井  上  咲  子 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  遠  藤     靖 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 
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渡  辺  る  み 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  高  橋  秀  典 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 

大  和     啓 監 査 委 員  舟  越  信  弘 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

佐  藤     毅 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

渡  邉  高  範 主 査  小  口  彩  夏 主 任 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

 

開  議 

 

○大沢芳朋議長 出席議員は定足数に達してお

りますので、これより直ちに会議を開きます。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしておりま

す議事日程第３号によって進めます。 

 初めに、本日の議事運営について議会運営委

員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長川崎朋巳議員。 

〔川崎朋巳議会運営委員長 登壇〕 

○川崎朋巳議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る１２月１０日、議会運営委員会を開き、

本日の議事日程第３号について協議いたしまし

た。その結果について御報告申し上げます。 

 初めに、付託事件の審査結果の報告でありま

すが、総務文教及び産業厚生常任委員長、続い

て予算特別委員長の順に報告を願い、それぞれ

議決することにいたしました。 

 最後に、追加議案でありますが、市長提案の

議案３件については、それぞれ提案理由の説明

の後、委員会付託を省略して議決することとし、

その後、今期定例会を閉会することにいたしま

した。 

 議事日程の詳細は、お手元に配付のとおりで

あります。 

 議員各位の御協力をよろしくお願い申し上げ、

以上で報告を終わります。 

○大沢芳朋議長 お諮りいたします。 

 本日の議事運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり進めることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会運営委員長報告のとおり進める

ことに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第１ 議第６８号 成年被後見 

      人等の権利の制限に係る 

      措置の適正化等を図るた 

      めの関係法律の整備に関 



－４６－ 

      する法律の施行に伴う関 

      係条例の整備に関する条 

      例の制定について外１件 

      （総務文教常任委員長報告） 

 

○大沢芳朋議長 日程第１、議第６８号及び日

程第２、議第７２号の計２件を一括議題といた

します。 

 総務文教常任委員長の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長佐藤光義議員。 

〔佐藤光義総務文教常任委員長 登壇〕 

○佐藤光義総務文教常任委員長 今期定例会に

おいて、総務文教常任委員会に付託されました

議案２件について、審査いたしました経過並び

に結果について御報告を申し上げます。 

 最初に、議第６８号成年被後見人等の権利の

制限に係る措置の適正化等を図るための関係法

律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について申し上げます。 

 本件は、成年被後見人等の権利の制限に係る

措置の適正化等を図るための関係法律の整備に

関する法律の施行に伴い、関係条例を整備する

ため提案されたものであります。 

 その内容は、地方公務員法に定める地方公務

員の欠格条項から成年被後見人又は被保佐人が

削除されることに伴い、関係条例を整備するも

ので、上山市職員の分限に関する手続及び効果

に関する条例、上山市一般職の職員の給与に関

する条例、上山市一般職の職員等の旅費に関す

る条例及び上山市水道企業職員の給与の種類及

び基準に関する条例の４条例の一部改正につい

ては、法改正に伴い、条文及び字句の整理を行

うもので、令和元年１２月１４日から施行する

との説明を了承し、本件は原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

 最後に、議第７２号山形市との間における連

携中枢都市圏の形成に係る連携協約の締結に関

する協議について申し上げます。 

 本件は、山形連携中枢都市圏の形成に係る連

携協約の締結について、山形市と協議すること

について、地方自治法第２５２条の２第３項の

規定により提案されたものであります。 

 その内容は、山形市と連携する取り組みとし

て、圏域全体の経済成長の牽引に係る連携施策

については、産学金官民一体となった圏域の経

済成長等の推進体制の整備、産業クラスターの

形成、イノベーションの実現、新規創業の促進

及び地域の中堅企業等を核とした戦略産業の育

成、地域資源を活用した地域経済の裾野拡大、

戦略的な観光施策の展開、その他の圏域全体の

経済成長の牽引に係る新たな施策の検討であり

ます。 

 このほか高次の都市機能の集積・強化に係る

連携施策については、高度な医療サービスの提

供、高度な中心拠点の整備及び広域的公共交通

網の構築、高等教育機関等と連携した地域の人

材育成、その他の高次の都市機能の集積・強化

に係る施策の検討であります。 

 さらに、圏域全体の生活関連機能サービスの

向上として、生活機能の強化に係る政策分野に

ついては、医療体制の充実、福祉の充実、地域

振興の充実、その他の生活機能の強化に係る施

策、結びつきやネットワークの強化に係る政策

分野については、圏域内外の住民との交流及び

移住の促進、その他の結びつきやネットワーク

の強化に係る施策、圏域マネジメント能力の強

化に係る政策分野については、圏域内市町の職

員等の交流、その他の圏域マネジメント能力の

強化に係る施策とするものであります。 

 また、費用負担については、その都度協議の
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上、別に定めることとし、連携中枢都市圏の取

り組みに関する連絡調整を図るため、定期的に

協議を行うほか、連携協約に定めのない事項及

び連携協約に関し疑義が生じた場合は、山形市

と協議して定めるとの説明を了承し、本件は原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○大沢芳朋議長 これより質疑に入ります。質

疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 総務文教常任委員長報告の議案２件は原案可

決でありますが、総務文教常任委員長報告のと

おり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、総務文教常任委員長報告のとおり決

しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第３ 議第６９号 上山市家庭 

      的保育事業等の設備及び 

      運営に関する基準を定め 

      る条例の一部を改正する 

      条例の制定について外２ 

      件 

      （産業厚生常任委員長報告） 

 

○大沢芳朋議長 日程第３、議第６９号から日

程第５、議第７１号まで計３件を一括議題とい

たします。 

 産業厚生常任委員長の報告を求めます。 

 産業厚生常任委員長中川とみ子議員。 

〔中川とみ子産業厚生常任委員長 登壇〕 

○中川とみ子産業厚生常任委員長 今期定例会

において、産業厚生常任委員会に付託されまし

た議案３件について、審査いたしました経過並

びに結果について御報告申し上げます。 

 初めに、議第６９号上山市家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例の制定について申し上げます。 

 本件は、成年被後見人等の権利の制限に係る

措置の適正化等を図るための関係法律の整備に

関する法律の施行に伴い、必要な改正を行うた

め提案されたものであります。 

 その内容は、児童福祉法に定める養育里親及

び養子縁組里親となることができない者から

「成年被後見人又は被保佐人」が削除されるこ

とに伴い、引用条項の整理を行うもので、令和

元年１２月１４日から施行するとの説明を了承

し、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 次に、議第７０号上山市下水道事業の設置等

に関する条例の制定について申し上げます。 

 本件は、下水道事業に地方公営企業法の財務

規定等を適用するため提案されたものでありま

す。 

 その内容は、市民の公衆衛生の向上及び都市

の健全な発達に寄与し、あわせて公共用水域の

水質の保全に資するため、上山市下水道事業を

設置するもので、財務規定等については、法第

２条第２項に規定する財務規定等を適用するも

のであります。このほか、経営の基本、重要な

資産の取得及び処分、議会の同意を要する賠償

責任の免除、議会の議決を要する負担付きの寄

附の受領等について定めるものであります。な
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お、下水道事業の出納その他の会計事務のうち、

公金の収納及び支払いに関する事務、公金の保

管に関する事務を会計管理者に行わせるものと

するほか、下水道事業に関する業務状況説明書

類の作成について定めるもので、令和２年４月

１日から施行するとの説明であります。あわせ

て、附則により改正する上山市特別会計条例の

一部改正については、本条例の制定に伴い、上

山市公共下水道事業特別会計を廃止するとの説

明を了承し、本件は原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 最後に、議第７１号上山市水道給水条例の一

部を改正する条例の制定について申し上げます。 

 本件は、水道法の一部改正に伴い、必要な改

正を行うため提案されたものであります。 

 その内容は、水道工事を行うことのできる

「指定給水装置工事事業者」について、事業者

の資質の保持などの点から５年ごとに指定を更

新する制度が導入されたことに伴い、指定の更

新を行う際の手数料を徴することとなるため、

新たに指定給水装置工事事業者を指定する際と

同額の１件につき５，０００円を徴することを

追加して定めるもので、公布の日から施行する

との説明を了承し、本件は原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○大沢芳朋議長 これより質疑に入ります。質

疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 産業厚生常任委員長報告の議案３件は原案可

決でありますが、産業厚生常任委員長報告のと

おり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、産業厚生常任委員長報告のとおり決

しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第６ 議第６５号 令和元年度 

      上山市一般会計補正予算 

      （第４号）外２件 

      （予算特別委員長報告） 

 

○大沢芳朋議長 日程第６、議第６５号から日

程第８、議第６７号までの計３件を一括議題と

いたします。 

 予算特別委員長の報告を求めます。 

 予算特別委員長棚井裕一議員。 

〔棚井裕一予算特別委員長 登壇〕 

○棚井裕一予算特別委員長 今期定例会におい

て、予算特別委員会に付託されました予算関係

議案３件について、審査いたしましたその結果

について御報告申し上げます。 

 なお、全議員で構成する予算特別委員会であ

りますので、ここで再び審査の状況、経過等に

ついて詳細に述べることを省略させていただき、

後日、委員会記録により御承知いただきたいと

存じます。 

 議第６５号令和元年度上山市一般会計補正予

算（第４号）につきましては、職員人件費の増

減によるもののほか、冬期間の生活支援策とし

て低所得の高齢者世帯などに灯油購入費等を助

成する経費など、早急に予算措置を必要とする

ものを中心に編成されたもので、歳入歳出それ

ぞれ５，５００万円を追加し、歳入歳出予算の
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総額をそれぞれ１４９億４，０００万円とする

ものであり、採決の結果、原案のとおり可決す

べきものと決しました。 

 次に、議第６６号令和元年度上山市国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）につきまして

は、歳入歳出それぞれ２００万円を追加し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ３４億９，２００

万円とする補正であり、採決の結果、原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 最後に、議第６７号令和元年度上山市農業集

落排水事業特別会計補正予算（第１号）につき

ましては、歳入歳出それぞれ１４０万円を追加

し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１億４，９

４０万円とする補正であり、採決の結果、原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○大沢芳朋議長 これより質疑に入ります。質

疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 予算特別委員長報告の議案３件は原案可決で

ありますが、予算特別委員長報告のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、予算特別委員長報告のとおり決しま

した。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第９ 議第７４号 上山市一般 

      職の職員の給与に関する 

      条例の一部を改正する条 

      例の制定について 

      （追加議案） 

 

○大沢芳朋議長 日程第９、議第７４号上山市

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第７４号上山市一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてで

ありますが、山形県人事委員会の勧告等に基づ

き、一般職の職員の給料月額、住居手当の額、

時間外勤務手当等の額、勤勉手当の支給月数の

改正等を行うため提案するものであります。 

 なお、詳細につきましては、庶務課長から説

明申し上げますので、よろしく御審議の上、御

可決くださいますようお願いいたします。 

○大沢芳朋議長 庶務課長。 

〔金沢直之庶務課長 登壇〕 

○金沢直之庶務課長 命によりまして、議第７

４号上山市一般職の職員の給与に関する条例の

一部を改正する条例の制定について御説明申し

上げます。 

 議案書の１ページをお開き願います。 

 このたびの改正は、山形県人事委員会の勧告

等に基づき、一般職の職員の給料月額、住居手

当の額、時間外勤務手当等の額、勤勉手当の支

給月数の改定等を行うため提案するものであり

ます。 

 令和元年１０月３日に出されました山形県人

事委員会の勧告では、県内の民間企業と県職員

とを比較し、民間給与を２７４円下回っていた
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ことから、給料表を、人事院が勧告した俸給表

に準じた上で、公民較差を考慮した水準に調整

した額に改定するとともに、特別給の支給月数

について０．０５月分下回っていたことから、

４．３５月から４．４０月に０．０５月分引き

上げ、当該引き上げ分を勤勉手当に充てる勧告

が出されたものであります。 

 また、住居手当についても人事院の勧告した

内容を考慮し、県職員公舎の公舎料及び県職員

の住居手当支給状況等を踏まえ、手当の支給対

象となる家賃額の下限を２，０００円引き上げ、

その原資を用いて手当額の上限を１，０００円

引き上げる勧告が出されております。 

 また、そのほか県において寒冷地手当を時間

外勤務手当の算定基礎に含めるよう関係条例を

改正することから、これに準じ改正するもので

あります。 

 初めに、第１条の改正内容について御説明申

し上げます。 

 第１条は、令和元年１２月における勤勉手当

の支給月数及び給料表を改正するものでありま

す。 

 改正後、改正前の表をごらんください。 

 勤勉手当、第１７条の３第２項でありますが、

第１号では、６月、１２月ともに「１００分の

８７．５」としているものを、「６月に支給す

る場合においては１００分の８７．５、１２月

に支給する場合においては１００分の９２．

５」に改め、１２月の支給月数を０．０５月引

き上げ、この結果、年間支給月数を１００分の

１７５から１００分の１８０とするものであり

ます。 

 ２ページから５ページにつきましては改正後

の、５ページから９ページは改正前の別表第１

で定める行政職給料表でありますが、県人事委

員会勧告に基づき、給料月額を改めるものであ

ります。 

 このたびの改正は、管理職が在職する６級を

除き、給料表の水準を引き上げるものでござい

ます。初任給を１，５００円引き上げ、２０歳

代までの若年層については１，５００円から５

００円程度、そのほかは２００円または１００

円程度の引き上げ幅となります。 

 一例を申し上げますと、大学新卒の場合、１

級２５号給に格付されますが、改正前の１８万

３，６００円から改正後の１８万５，１００円

に１，５００円増額改定になります。 

 なお、給料月額の平均改定額は約２７２円で、

平均引き上げ幅は０．１２％となります。 

 次に、第２条の改正内容について御説明申し

上げますので、９ページをごらんください。 

 第２条では、住居手当の額、時間外勤務手当

等の額及びこのたびの改正で６月と１２月で異

なることになった勤勉手当の支給月数を６月と

１２月で平準化するための改正であります。 

 改正後、改正前の表をごらんください。 

 住居手当、第８条の２第１項でありますが、

住居手当の支給対象となる家賃額の下限を月額

「１２，０００円」としているものを「１４，

０００円」に改め、第２項では、当該各号に

「掲げる額」としているものを「定める額」に

改める字句の整理を行うほか、次のページをご

らんください。第１号及び第２号では、住居手

当の上限を１，０００円引き上げるために算定

に用いる額を変更するもので、第１号では、月

額「２３，０００円」としているものを「２５，

０００円」に、「１２，０００円」としている

ものを「１４，０００円」に改め、第２号では、

月額「２３，０００円」としているものを「２

５，０００円」にそれぞれ改め、「１６，００
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０円」としているものを「１７，０００円」に

それぞれ改正するものであります。 

 次に、時間外勤務手当等の額の特例、第１３

条の２でありますが、寒冷地手当を時間外勤務

手当の算定基礎に含める改正でありますが、こ

れまでも特殊勤務手当については、その支給が

あった場合は算定基礎に含めていることから、

条文の整理をあわせて行うため、「上山市職員

の特殊勤務手当に関する条例（平成１１年条例

第２９号）の規定による」を「次の各号に掲げ

る」に改め、改正後の条文に「第２号の特殊勤

務手当においては、」を加え、時間外勤務手当

等の額の算定基礎に含める手当として、第１号

寒冷地手当、第２号特殊勤務手当の各号を加え

るものであります。 

 次に、勤勉手当、第１７条の３につきまして

は、令和２年度以降の勤勉手当の支給月数を改

正するもので、さきの第１条で引き上げた勤勉

手当の支給月数を６月と１２月で平準化するも

のであります。 

 第２項第１号、１１ページをごらんください。 

 「６月に支給する場合においては１００分の

８７．５、１２月に支給する場合においては１

００分の９２．５」とあるものを、６月、１２

月ともに「１００分の９０」と改めるものであ

ります。 

 最後に、附則について御説明申し上げます。 

 附則第１項につきましては、施行期日等の規

定であります。この条例は、公布の日から施行

し、平成３１年４月１日にさかのぼって適用す

ることを規定するものであります。 

 ただし、第２条については、令和２年４月１

日から施行とするものであります。 

 第２項については、平成３１年４月１日から

この条例の公布日の前日までの間において、新

たに給料表の適用を受けることとなった職員及

びその属する職務の級、受ける号給に異動のあ

った職員のうち、規則で定める職員の給料表の

適用や号給について、規則で定めることを規定

するものであります。 

 第３項につきましては、公布の日から令和２

年３月３１日までの間において、新たに給料表

の適用を受けることとなった職員及びその属す

る職務の級、受ける号給に異動があった職員の

給料表の適用または号給等については、まず改

正前の給与条例の規定が適用され、次いで当該

適用または異動の日から改正後の給与条例の規

定が適用されるものとした場合との権衡上必要

と認められる限度において、規則で定めるとこ

ろにより、必要な調整を行うことができる旨を

規定するものであります。 

 第４項につきましては、改正前の条例の規定

に基づいて支給された給与は、改正後の条例の

規定により支払われる給与の内払いとすること

を定めるものであります。 

 第５項につきましては、前３項に定めるもの

のほか、この条例の施行に関し必要な事項は規

則で定めることを規定するものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○大沢芳朋議長 １番谷江正照議員。 

○１番 谷江正照議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております議第７４号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により委員会の付託を省略されることを望

みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま１番谷江正照議員か

ら、委員会の付託を省略されたいとの動議が提
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出され、所定の賛成者がありますので、動議は

成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７４号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。質疑、発言を許し

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第７４号上山市一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定については、

原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７４号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第１０ 議第７５号 上山市特 

       別職に属する者の給与 

       に関する条例の一部を 

       改正する条例の制定に 

       ついて 

       （追加議案） 

 

○大沢芳朋議長 日程第１０、議第７５号上山

市特別職に属する者の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題といたし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第７５号上山市特別職に属する者の給与に 

関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てでありますが、一般職の職員の給与改定に準

じ、必要な改正を行うため提案するものであり

ます。 

 なお、詳細につきましては、庶務課長から説

明申し上げますので、よろしく御審議の上、御

可決くださいますようお願いいたします。 

○大沢芳朋議長 庶務課長。 

〔金沢直之庶務課長 登壇〕 

○金沢直之庶務課長 命によりまして、議第７

５号上山市特別職に属する者の給与に関する条

例の一部を改正する条例の制定について御説明

申し上げます。 

 議案書の１２ページをお開き願います。 

 このたびの改正は、一般職の職員の給与改定

に準じ、必要な改正を行うため提案するもので

あります。 

 内容につきましては、市議会議員、市長、副

市長及び教育長の期末手当の支給月数を山形県

の特別職の支給月数と同様に０．０５月引き上

げるものであります。 

 初めに、第１条の改正内容について御説明申

し上げます。 

 第１条は、令和元年１２月における期末手当

の支給月数を改正するものであります。 
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 改正後、改正前の表をごらんください。 

 第４条でありますが、常勤の特別職である市

長、副市長及び教育長の期末手当の支給につい

ては、一般職の給与条例の規定の例によるもの

と定めているもので、支給月数については、一

般職の給与条例第１６条第２項で定めている支

給月数を読みかえる規定となっており、６月、

１２月ともに「１００分の１６２．５」とある

ものを「６月に支給する場合においては「１０

０分の１６２．５」と、１２月に支給する場合

においては「１００分の１６７．５」とし、」

に改めるものであります。 

 次に、第７条でありますが、市議会議員の期

末手当について定めているもので、１３ページ

をごらんください。 

 同様に、６月、１２月ともに「１００分の１

６２．５」とあるものを「６月に支給する場合

においては「１００分の１６２．５」と、１２

月に支給する場合においては「１００分の１６

７．５」とし、」に改めるもので、これらの改

正により、期末手当の年間支給月数を０．０５

月引き上げ、１００分の３２５から１００分の

３３０とするものであります。 

 次に、第２条の改正内容について御説明申し

上げます。 

 第２条では、令和２年度以降における期末手

当について、第１条で引き上げた期末手当の支

給月数を６月と１２月で平準化するものであり

ます。 

 第４条につきましては、市長、副市長及び教

育長の期末手当の支給月数について、改正前に

は「６月に支給する場合においては「１００分

の１６２．５」と、１２月に支給する場合にお

いては「１００分の１６７．５」」と６月と１

２月の支給月数をそれぞれ読みかえていたもの

を改正後では「１００分の１６５」と平準化す

るものです。 

 また、第７条につきましても、同様に、市議

会議員の期末手当の支給月数について、６月と

１２月で平準化する改正となっております。 

 次に、附則について御説明申し上げます。 

 附則第１項につきましては、施行期日等の規

定であり、この条例は公布の日から施行し、平

成３１年４月１日にさかのぼって適用すること

を規定するものであります。 

 ただし、第２条の規定、つまり期末手当の平

準化に関する規定は、令和２年４月１日から施

行とするものであります。 

 第２項につきましては、改正前の規定に基づ

いて支給された期末手当は、改正後の規定によ

り支払われる期末手当の内払いとすることを定

めるものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○大沢芳朋議長 １０番中川とみ子議員。 

○１０番 中川とみ子議員 この際、動議を提

出いたします。 

 ただいま議題となっております議第７５号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により委員会の付託を省略されることを望

みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま１０番中川とみ子議

員から、委員会の付託を省略されたいとの動議

が提出され、所定の賛成者がありますので、動

議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７５号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。質疑、発言を許し

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第７５号上山市特別職に属する者の給与に

関する条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、原案のとおり可決することに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７５号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 
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 日程第１１ 議第７６号 令和元年 

       度上山市一般会計補正 

       予算（第５号） 

       （追加議案） 

 

○大沢芳朋議長 日程第１１、議第７６号令和

元年度上山市一般会計補正予算（第５号）を議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第７６号令和元年度上山市一般会計補正予

算（第５号）についてでありますが、今回の補

正予算は、山形県人事委員会の勧告等に伴い職

員人件費等を増額するものであります。 

 その結果、歳入歳出それぞれ９００万円を追

加し、予算の総額を１４９億４，９００万円と

するものであります。 

 なお、詳細につきましては、財政課長から説

明申し上げますので、よろしく御審議の上、御

可決くださいますようお願いいたします。 

○大沢芳朋議長 財政課長。 

〔平吹義浩財政課長 登壇〕 

○平吹義浩財政課長 命によりまして、議第７

６号令和元年度上山市一般会計補正予算（第５

号）について御説明申し上げます。 

 追加議案書の１５ページをお開き願います。 

 令和元年度上山市一般会計補正予算（第５

号）は、次に定めるところによるものでありま

す。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ９００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１４９

億４，９００万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」に

よるものであります。 

 それでは、第１表歳入歳出予算補正について

御説明申し上げますので、１６ページをごらん

ください。 

 最初に、歳入から申し上げます。 

 ２０款繰越金は９００万円を増額し、補正後

の額を２億３，６７１万５，０００円とするも

のであります。 

 その結果、歳入合計では９００万円を増額し、
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補正後の額を１４９億４，９００万円とするも

のであります。 

 次に、歳出について申し上げますので、１７

ページをごらんください。 

 １款議会費は、１項議会費を４８万４，００

０円増額し、補正後の額を１億５，８５８万円

とするものであります。 

 ２款総務費は２４６万３，０００円を増額し、

補正後の額を２１億５，５９３万２，０００円

とするものでありますが、これは１項総務管理

費で１７５万２，０００円、２項徴税費で４３

万４，０００円、３項戸籍住民基本台帳費で１

６万５，０００円、４項選挙費で２万２，００

０円、５項統計調査費で３万９，０００円、６

項監査委員費で５万１，０００円の増によるも

のであります。 

 ３款民生費は１６２万５，０００円を増額し、

補正後の額を４７億８，６３８万８，０００円

とするものでありますが、これは１項社会福祉

費で２４万４，０００円、２項児童福祉費で１

２６万１，０００円、３項生活保護費で１２万

円の増によるものであります。 

 ４款衛生費は、１項保健衛生費を４８万２，

０００円増額し、補正後の額を９億３０万円と

するものであります。 

 ６款農林水産業費は４１万５，０００円を増

額し、補正後の額を５億５，２７２万２，００

０円とするものでありますが、これは１項農業

費で３６万５，０００円、２項林業費で５万円

の増によるものであります。 

 ７款商工費は、１項商工費を３０万８，００

０円増額し、補正後の額を１５億６，７７４万

７，０００円とするものであります。 

 ８款土木費は６０万３，０００円を増額し、

補正後の額を１１億３，７４７万２，０００円

とするものでありますが、これは１項土木管理

費で５万３，０００円、次のページをお開きく

ださい。２項道路橋梁費で１６万９，０００円、

４項都市計画費で３０万９，０００円、５項住

宅費で７万２，０００円の増によるものであり

ます。 

 ９款消防費は、１項消防費を１５４万１，０

００円増額し、補正後の額を５億９，８２３万

３，０００円とするものであります。 

 １０款教育費は１０７万９，０００円を増額

し、補正後の額を１４億９，４５７万９，００

０円とするものでありますが、これは１項教育

総務費で３５万２，０００円、２項小学校費で

１５万３，０００円、３項中学校費で５万７，

０００円、４項学校給食費で８万４，０００円、

５項社会教育費で３０万３，０００円、６項保

健体育費で１３万円の増によるものであります。 

 その結果、歳出合計で９００万円を増額し、

補正後の額を１４９億４，９００万円とするも

のであります。 

 次に、今回の補正につきましては、人件費の

補正を計上しておりますので、給与費明細書に

ついて御説明申し上げます。 

 ３７ページをお開きください。 

 最初に、特別職について御説明申し上げます。 

 左端の欄をごらんください。補正後、補正前、

比較の順に記載しておりますが、比較の行をご

らんください。 

 長等では、給与費で１５万３，０００円、共

済費で７，０００円、合計では１６万円の増で

ありますが、期末手当支給月数改正によるもの

であります。 

 議員では、給与費で３８万５，０００円の増

でありますが、期末手当支給月数改正によるも

のであります。 
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 次のページをお開きください。 

 一般職について御説明申し上げます。 

 （１）総括の最上段の表で、職員数、給与費、

共済費、備考欄に退職手当組合負担金について

記載しております。それぞれ補正後、補正前、

比較の順に記載しておりますが、比較の行をご

らんください。 

 山形県人事委員会の勧告により、給与費では

７１４万６，０００円の増、共済費では１０４

万５，０００円の増で、合計では８１９万１，

０００円の増額となり、これに退職手当組合負

担金２６万４，０００円の増を合わせますと、

一般職員の職員の人件費は８４５万５，０００

円の増額となるものであります。 

 その他の記載については、御参照願います。 

 以上が給与費明細書の説明でありますが、こ

れから御説明申し上げます事項別明細書での記

載内容は全て人件費に関するものであり、議員

報酬等、特別職給与等及び職員人件費など、い

ずれも給与費明細書で御説明したことから、詳

細な説明を省略させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、事項別明細書について御説明申し

上げます。 

 歳出から御説明申し上げますので、２５ペー

ジ、２６ページをお開きください。 

 最初に、１款議会費であります。１項１目議

会費は４８万４，０００円の増でありますが、

議員報酬等及び職員人件費の増によるものであ

ります。 

 ２款総務費につきましては、１項総務管理費

１目一般管理費は１６９万９，０００円の増で

ありますが、特別職給与等及び職員人件費の増

によるものであります。 

 ９目交通安全対策費は５万３，０００円の増、

２項徴税費１目税務総務費は４３万４，０００

円の増、３項１目戸籍住民基本台帳費は１６万

５，０００円の増、次のページをお開きくださ

い。４項選挙費１目選挙管理委員会費は２万２，

０００円の増、５項統計調査費１目統計調査総

務費は３万９，０００円の増、６項１目監査委

員費は５万１，０００円の増でありますが、い

ずれも職員人件費の増によるものであります。 

 ３款民生費につきましては、１項社会福祉費

１目社会福祉総務費は１１万２，０００円の増、

３目高齢者福祉費は５万８，０００円の増、４

目国民年金費は７万４，０００円の増、次のペ

ージをお開きください。２項児童福祉費１目児

童福祉総務費は１２６万１，０００円の増、３

項生活保護費１目生活保護総務費は１２万円の

増でありますが、いずれも職員人件費の増によ

るものであります。 

 ４款衛生費につきましては、１項保健衛生費

１目保健衛生総務費は４８万２，０００円の増

でありますが、保健対策推進事業費に係る人件

費の増及び職員人件費の増によるものでありま

す。 

 ６款農林水産業費につきましては、１項農業

費１目農業委員会費は９万２，０００円の増で

ありますが、農業者年金事業に係る人件費の増

及び職員人件費の増によるものであります。２

目農業総務費は２４万円の増、次のページをお

開きください。４目畜産業費は３万３，０００

円の増、２項林業費１目林業総務費は５万円の

増でありますが、いずれも職員人件費の増によ

るものであります。 

 ７款商工費につきましては、１項商工費１目

商工総務費は３０万８，０００円の増でありま

すが、職員人件費の増によるものであります。 

 ８款土木費につきましては、１項土木管理費
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１目土木総務費は５万３，０００円の増、２項

道路橋梁費１目道路橋梁総務費は１６万９，０

００円の増、次のページをお開きください。４

項都市計画費１目都市計画総務費は２５万８，

０００円の増、３目公園費は５万１，０００円

の増、５項住宅費１目住宅管理費は７万２，０

００円の増でありますが、いずれも職員人件費

の増によるものであります。 

 ９款消防費につきましては、１項消防費１目

常備消防費は１５４万１，０００円の増であり

ますが、職員人件費の増によるものであります。 

 １０款教育費につきましては、１項教育総務

費１目教育委員会費は３５万２，０００円の増

でありますが、教育長給与等の増及び職員人件

費の増によるものであります。２項小学校費１

目学校管理費は１５万３，０００円の増、次の

ページをお開きください。３項中学校費１目学

校管理費は５万７，０００円の増、４項１目学

校給食費は８万４，０００円の増、５項社会教

育費１目社会教育総務費は３０万３，０００円

の増、６項保健体育費１目保健体育総務費は１

３万円の増でありますが、いずれも職員人件費

の増によるものであります。 

 以上で歳出の説明を終わりまして、歳入の説

明を申し上げますので、前に戻りまして、２３

ページ、２４ページをお開きください。 

 ２０款繰越金１項１目繰越金は９００万円の

増でありますが、前年度繰越金を増額するもの

であります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○大沢芳朋議長 １２番枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 この際、動議を提出

いたします。 

 ただいま議題となっております議第７６号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により委員会の付託を省略されることを望

みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 ただいま１２番枝松直樹議員

から、委員会の付託を省略されたいとの動議が

提出され、所定の賛成者がありますので、動議

は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７６号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。質疑、発言を許し

ます。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 質疑はないものと認めます。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第７６号令和元年度上山市一般会計補正予

算（第５号）は、原案のとおり可決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７６号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 

 最後にお諮りいたします。 

 今期定例会において議決されました議案の中

で、条項、字句、数字、その他整理を要するも
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のにつきましては、その整理を議長に委任願い

たいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋議長 御異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字、その他整理を要

するものにつきましては、議長に委任すること

に決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

閉  会 

 

○大沢芳朋議長 以上で今期定例会の日程の全

部を終了いたしました。 

 これをもって第４９４回定例会を閉会いたし

ます。 

    午前１０時５２分 閉 会 

 



－５９－ 

 

 

 

 

 

 

 

   議     長   大 沢 芳 朋 

 

   会議録署名議員   枝 松 直 樹 

 

   同     上   石 山 正 明 

 

   同     上   棚 井 裕 一 
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